
令和４年８月豪雨で被災した一般国道１２１号の災害復旧工事の完成について
令和8年3月24日
置賜総合支庁

１．被災概要

路 線 名

箇 所

被災規模

被災原因

現道幅員

交 通 量

そ の 他

：一般国道１２１号

：米沢市入田沢地内

：延長約91ｍ､高さ約25ｍ

：令和4年8月3日～4日の豪雨

：6.5(8.5)［10.5］ｍ

：3,705台/24ｈ(R3ｾﾝｻｽ)

：8/3～10/23全面通行止

令和4年8月4日被災状況

至 米沢市街
至 喜多方市 至 米沢市街
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２．応急復旧概要と経過

令和4年10月24日 ⽚側交互通⾏による通⾏再開

至 米沢市街

至 喜多方市
⻤⾯川

応急復旧(仮設道路)➤

令和4年

8月24日：国へ権限代行を要望

8月26日：権限代行が決定

9月13日：復旧方針発表

・山側に1車線を確保(片交)

・延長約170ｍの仮設道路(仮橋)

9月17日：応急復旧工事に着手

10月24日：通行再開(片交)

３．本復旧概要とスケジュール

 復旧方法は、国土交通省の専門家の助言などを踏まえ、

破砕帯（脆弱な地層)の影響を受けにくい『橋梁形式』による復旧とする。

 施工中は、工程上やむを得ない場合を除き片側交互通行を確保する。
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●道の駅「田沢」

被災箇所

米沢市街

喜多方市
位 置 図

復旧延長 L=250.5ｍ

工 事 費 約17億円

事業期間 Ｒ４年度～Ｒ７年度

復旧工法 橋梁工、法面工、護岸工等

本復旧概要

Ｒ4年度 災害査定・実施設計

Ｒ5～6年度 谷側法面・護岸工事

谷側橋梁工事

Ｒ7年度 仮橋撤去・山側橋梁工事

山側法面・舗装工事

本復旧スケジュール

本復旧横断

法⾯工

橋梁工(本復旧)
L=50m 法⾯工

⻤⾯川
破砕帯

護岸工
弾性波探査による想定ゆるみ線

仮橋

至 米沢市街

至 喜多方市
夜間全⾯通⾏⽌めによる桁架設状況

撮影 R7.8.5

R8.3.28 (土) 竣工式開催
14:30頃〜 対⾯通⾏再開︕

約３年８か月ぶり!!

県公式youtubeにて動画配信中


